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１ まえがき  

近年、航空機内の映画鑑賞サービスや飲食店

の商品注文用タッチパネル型サービス等、不特

定の個人が利用するサービスが増えている。こ

れらのサービスでは、ランキングによるコンテ

ンツの推薦が行われているが、目的のコンテン

ツに辿りつくまで複数回の操作を必要とする

等、ユーザの負担が残っている。オンラインシ

ョッピング等では、事前に行動履歴等ユーザの

情報を用いることでコンテンツの推薦を実現

している。しかし、不特定者向けのサービスに

適用するには不向きである。 

そこで、我々はユーザの各画面に対する操作

履歴からリアルタイムにユーザの嗜好を分析

し、次の一覧画面にその嗜好を反映させること

でユーザの負担を軽減し，ユーザビリティを向

上させることを目指している。本稿では，短期

的嗜好モデル作成手法とユーザの嗜好に合っ

た作品が存在したかの評価手法について以下

に報告する。 

 

２ 短期的嗜好モデル作成手法の概要 

 提案する短期的嗜好モデル作成手法は、映

画作品の一覧画面（コンテンツ選定をする画

面）からユーザの行動履歴と映画作品のアイ

テム情報を用いてユーザの短期的嗜好を分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、次の一覧画面にその嗜好を反映させるも

のである。図１に主な推薦手順を示し、以下

に各処理の概要を述べる。 

 

２．１ 評価ベクトルの作成 

評価ベクトルの作成では、一覧画面に表示さ

れた映画作品のアイテム情報と詳細画面を閲

覧したかどうか、詳細画面はどの映画作品であ

るかとそのアイテム情報を記憶し、これらの情

報を基に一覧表示された各映画作品に対する

評価値ベクトルを作成する。 

初期の一覧画面には、映画興行収入ランキン

グなどの上位作品を表示し、２項目以降の一覧

画面にはユーザの嗜好を反映させた作品を表

示する。一覧画面には、映画作品のポスター画

像、詳細画面への移動ボタン、次項への移動ボ

タンがあり、一覧画面を表示してから次の画面

へ移るまでの時間と、詳細画面を閲覧してから

一覧画面（コンテンツ選定をする画面）に戻っ

て来るまでの時間を記録する。 

各作品に対する評価値は、一覧画面から詳細

画面に遷移した場合にユーザがその作品に対

して興味があるものと判断し数値化する。しか

し、誤って詳細画面を閲覧した場合と詳細画面

を閲覧したが興味がなかった場合があると考

えられる為、閲覧時間を考慮する。ここでは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１．短期的嗜好分析の手順 
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詳細画面を参照した時間が長い程その作品に

興味があるとみなし、短い場合はそれよりも興

味がないとみなす。また、詳細画面を参照しな

かった場合は評価値を0とする。 

 

２．２ 短期的嗜好モデル作成 

 短期的嗜好モデル作成では、2.1で得た各

作品の評価ベクトルを洋画と邦画に分類し、
それぞれに対する嗜好モデルを２つ作成する。

嗜好モデルの作成には、各作品のアイテム情報

を用いる。ここで、アイテム情報は、coco映画

レビューサイトより収集した配給、監督、キャ

ストを用いている。 

 

 
図２．嗜好モデル作成の様子 

 

図2に嗜好モデル作成の一例を示す。ここで

は、ユーザが洋画作品の作品A、作品B、作品C

に興味を持つとする。図２の(1)は、各アイテム

情報と各作品の関係を示しており、「1」は該

当する情報が存在し、「0」は存在しないこと

を意味している。A作品の場合は、配給１、監

督１、キャスト２の値が１であり、これらのア

イテム情報が含まれていることが分かる。図1

の(2)は、(1)のデータを基に嗜好モデルを作成

する例である。ここでは、作品毎のアイテム情

報のベクトルの論理和を求めることで、ユーザ

の洋画作品に対する嗜好モデル（洋画嗜好モデ

ル）を作成している。 

 

２．３ コンテンツベース方式の推薦 

推薦する映画作品は、洋画用嗜好モデルを基

に洋画作品の中から類似した洋画作品と、邦画

用嗜好モデルを基に邦画作品の中から類似し

た邦画作品を半分ずつ表示する。嗜好モデルに

類似する映画作品は、コンテンツベース方式を

用いる。以下に、映画作品間の類似度の計算に

用いるピアソン相関係数の計算式を示す。 

 

sim(a, b)

=
∑ (𝑟𝑎,𝑝 − 𝑟𝑎̅)(𝑟𝑏,𝑝 − 𝑟𝑏̅)𝑝∈𝑝

√∑ (𝑟𝑎,𝑝 − 𝑟𝑎̅)𝑝∈𝑝
2√∑ (𝑟𝑏,𝑝 − 𝑟𝑏̅)𝑝∈𝑝
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３ 評価手法の概要  

ユーザの短期的嗜好を分析して、次の一覧画

面にその嗜好を反映させた映画作品を表示さ

せるが、本当にユーザの嗜好に合った映画作品

であるか評価する必要がある。推薦精度の評価

検証は、図3の(1)に示すようにコンテンツの一

覧画面の閲覧後に、(2)の評価用画面を挿入し

て行う。評価用画面では、(1)に一覧表示した全

映画作品に対する個々の評価値を明示的に入

力する。ここで入力される評価値を基に、提案

手法によるコンテンツの推薦精度として適合

率と再現率、さらに意外性の有無について評価

する。 

 

 
図３．画面操作の様子 

 

４ まとめ 

今回は、画面操作履歴と映画のアイテム情報

を基にユーザの短期的嗜好モデルを提案した。

今後は、洋画用嗜好モデルと邦画用嗜好モデル

の２つを作成し、各嗜好モデルを基に洋画と邦

画の中から嗜好モデルに類似した映画作品を

次の一覧画面に表示させる実験を行い、推薦の

精度を評価する。 
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